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未 来 へ 輝 く

葛西用水親水水路 21 世紀へ の灯火の塔
環七大谷田陸橋下
地 下通 路と と も に 建設中

昭
和
6
2年
度
か
ら
区
が
進
め
て
い
る
。
葛
西
用
水
の
親
水
水
路
整
備
。
現
在
、
全
水
路
の
整

儼
完
了
を
目
指
し
、
環
七
大
谷
田
陸
橋
北
側
に
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
「
C
N
I世紀
へ
の
灯
火

の
塔
」
の
建
般
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
下
部
分
で
は
、
環
七
の
下
を
抜
け
、
葛
西
用
水

を
南
北
に
結
ぶ
地
下
通
路
の
工
事
も
同
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。
排
水
路
化
し
て
い
た
葛
西
用
水

が
、
安
全
・
快
適
で
、
足
立
の
未
来
を
予
感
さ
せ
る
親
水
水
路
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

光
で
彩
る高

さ
2
6
mの
塔

「
2
1
世
紀
へ
の
灯
火
の
唔
」

は
、
親
水
水
路
の
完
成
を
記
念

し
て
建
設
す
る
も
の
で
、
高
さ
2
6
m

、
全
体
を
聖
火
の
イ
メ
ー

ジ
で
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た

。

聖
火
の
炎
に
当
た
る
上
部

は

、
細
か
い
穴
の
空
い
た
ア
ル

ミ
合
金
で
で
き
て
お
り
、
日
中

は

、自
然
光
を
反
射
し
て
輝
き

、

夜
は
、
表
面
に
ち
り
ば
め
た
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
点
滅
と
、
塔
の

内
外
か
ら
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

で
、
夜
の
ま
ち
に
美
し
く
浮
か

び
上
が
り
ま
す
。
こ
の
光
の
演

出
は
、
時
間
に
合
わ
せ
て
変
化

し
、
見
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
ま
す
。

ま
た
、
地
上
9
阿の
所
に
展

望
台
が
あ
り
、
ど
な
た
で
も
自

由
に
観
覧
で
き
、
全
長
3
.
6に″
に

お
よ
ぶ
観
水
水
路
の
全
景
を
見

渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
塔
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

へ
、
憩
い
と
潤
い
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
、
足
立
の
景
観
づ

く
り
を
誘
導
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
(
目
印
)
と
も
な
り
ま
す
。

「
2
1世
紀
へ
の
灯
火
の
塔
」
の
完
成
予
想
図
。

下
部
階
段
は
、
地
下
通
路
へ
の
入
口
-

環
七
の
横
断
が
安
全
・
便
利
に

歩
行
者
用
地
下
通
路

今
回
、
葛
西
用
水
の
親
水
整

偉
に
合
わ
せ
。
環
七
の
下
を
通

る
地
下
水
路
を
有
効
活
用
し
、

大
谷
田
交
差
点
を
一
気
に
渡
れ

る
、
歩
行
者
用
地
下
通
路
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

旧
地
下
水
路
は
、
高
さ
1
.
8
S、

幅
6

气

延
長
7
2
气

こ
の
水

路
を
l
S

掘
り
下
げ
、
内
部
を
2

つ
に
仕
切
り
、
幅
1
.
5尻
の
水

路
と
4

愆
の
通
路
に
し
ま
す

(
自
転
車
や
車
イ
ス
も
通
行
で

き
ま
す
)
。

7
つ
の
道
が
交
じ
わ
り
、
横

断
す
る
に
は
、
い
く
つ
も
の
信

号
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
大
谷
田
交
差
点
が
、
安
全

で
便
利
に
、
し
か
も
一
気
に
通

行
で
き
る
ぷ
つ
に
な
り
ま
す
。 親水水路南端にある直径6m の水車

葛
西
用
水
親
水
水
路
事
業

区
で
は
、「
水
と
緑
の
豊
か
な

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
「
水
の
回
廊
構
想
」
を
策

定
。
区
内
の
河
川
。
水
路
等
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
葛
西
用
水
の
親
水
水
路

化
も
、
そ
の
一
環
。
区
内
を
南

北
に
、
3
.
6
に
'
-
に
わ
た
っ
て
流
れ

る
水
路
を
昭
和
6
2
年
か
ら
5
ヵ

年
計
画
で
整
備
を
進
め
、
平
成
4

年
夏
の
完
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

総
事
業
費
は
、
お
よ
そ
4
6
億

円
。
全
水
路
が
完
成
す
る
と「
2
1

世
紀
へ
の
灯
火
の
塔
」を
含
め
、

水
車
、
噴
水
、
橋
、
釣
り
堀
等

変
化
に
豊
み
、
緑
あ
ふ
れ
る
区

民
の
憩
い
の
散
策
水
路
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
親
水
水
路
は
、

大
雨
時
の
貯
水
や
防
災
用
水
と

し
て
の
利
用
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

東
部
工
事
事
務
所

合
(
3
6
0
2
)
8
8
3
1

案 内 図

広
く
、
き
れ
い
に
な
っ
た

北
千
住
駅
東
西
自
由
地
下
道

区
が
東
武
鉄
道
と
J
R
の
協

力
を
得
て
進
め
て
い
た
、
北
千

住
駅
東
西
自
由
地
下
道
の
拡
幅

整
備
が
完
了
し
、
m
一
月
1
3
日
、

'壁
画
と
光
で
彩
ら
れ
た
フ
ァ
ン
-
-

タ
ジ
ッ
ク
な
通
路
と
な
っ
て
オ

ド

プ
ン
し
ま
し
た
。

全
長
約
7
0
s
、
幅
4
.
5
a
だ
っ

た
通
路
を
7
.
5
sに広
げ
、
ゆ
と

り
と
安
全
性
を
確
保
。
さ
ら
に

壁
面
を
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
間

接
照
明
等
で
美
し
く
演
出
す
る

と
と
も
に
、
時
間
ご
と
に
、四

季
折
々
の
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
、
通
行

す
る
大
々
に
や
さ
し
さ
と
ソ
フ

ト
な
印
象
を
あ
た
え
ま
す
。

壁
面
は
、
天
・
地
・
人
の
幾

何
学
図
形
8
個
で
演
出
。
天
は

西
洋
の
占
星
術
と
中
国
の
易
か

ら
引
用
し
た
星
座
、
地
は
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
、
貝
、
パ
ル
テ
ノ
ン

神
殿
、
寺
院
、
大
は
男
・
女
そ

れ
ぞ
れ
の
人
体
図
と
な
っ
て
お

り
、
地
下
道
を
通
る
人
々
が
、

学
習
性
や
想
像
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

狹
く
て
老
朽
化
し
て
い
た
地

下
通
路
が
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
魅
力
を
生
か
し
た
夢
あ
ふ

れ
る
通
路
に
変
わ
り
ま
し
た
。

や さ しい メロデ ィー も流 れ ます

葺
立
ち

秋
の
夜
長
は
、
読
書
や
テ

レ
ビ
を
み
る
楽
し
さ
も
深
ま

り
ま
す
。
そ
れ
に
は
眼
が
大

事
で
す
。
私
も
老
眼
鏡
が
必

要
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

明
る
さ
が
気
に
な
り
だ
し
ま

し
た
。

年
を
重
ね
る
と
思
わ
ぬ
こ

と
が
起
こ
る
も
の
で
す
。
今

ま
で
で
き
た
こ
と
が
き
つ
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高

齢
化
社
会
の
到
来
で
は
、
実

年
の
方
々
の
活
躍
が
ま
す
ま

す
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
不
自
由
さ
や
障
害
を
軽

減
し
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
近
の
科
学
技
術
の
発
展

は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
医
療
技
術
や
便
利
な

道
具
が
開
発
さ
れ
、
快
適
な

生
活
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

老
人
性
白
内
障
は
、
老
人

の
7
割
が
か
か
る
う
え
、
視

力
が
衰
え
、
失
明
す
る
こ
と

も
あ
る
病
気
で
す
。
手
術
で

視
力
を
回
復
で
き
ま
す
が
、

手
術
に
保
険
が
き
き
ま
せ

ん
。
高
額
な
手
術
代
が
か
か

る
の
で
、
そ
の
費
用
を
生
活

に
ゆ
と
り
の
な
い
方
に
補
助

す
る
制
度
が
で
き
ま
す
。

議
会
の
全
会
派
の
賛
虞
夲

い
た
だ
い
て
、
全
国
の
自
治

体
に
先
が
け
、
年
度
途
中
で

制
度
を
発
足
で
き
る
こ
と
黔

非
常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

区
長
　古
性
　直
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区民の期待に応える
統合新庁舎を

第1 回　区政モニターアンケート

統 合新 庁舎 イ メ ージ 図

区と区民、また区民相互の交流を図る拠点
施設となり、さらには足立区のシンボルとも
なる統合新庁舎。区では、この統合新庁舎建
設計画に区民の声を反映させるため、庁舎へ
の関心、新庁舎に導入する施設・機能につい
ての考え、統合新庁舎のイメージなど、主に14
項目を調査しました。以下、調査結果から

その概要について紹介します。
調査方法 区政モニタ ー

の方50人を対象に、調

査票・回答とも郵送

調査時期 平成3 年6 月

回 収 率 100. 0%

統合新庁舎建設計画の周知度

計画を知った方法( 複数回答)

計
画
を
「
知
っ
て
い
る
」が
7
0
%

耀
成
7
年
度
を
目
途
に
推

進
中
の
統
合
新
庁
舎
建
設
計
画

に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か
"
と

い
う
設
問
に
対
し
て
、
7
0
・
0
%

の
人
が
「
知
っ
て
い
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

性
別
で
見
る
と
、
男
性
の
う

ち
「
知
っ
て
い
る
」人
が
8
8・
9

%
、
女
性
は
5
9
・
4
%

で
、
男
性

の
ほ
う
が
周
知
度
が
高
く
、年

齢
で
は
、
4
0歳
未
満
の
方
で
「
知

っ
て
い
る
」
人
が
6
1・
5

气
4
0

歳
以
上
の
方
で
7
9
・
2
%

と
、
4
0
歳
以
上
の
方
の
ほ
う
が

周
知
度
が
高
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
前
記
の
設
問
で
「
知
っ

て
い
る
」
と
答
え
た
方
に
ど
の

新
庁
舎
建
設
計
画
を
知
っ
た
方

法
"
を
5
項
目
あ
げ
て
複
数
回

答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
広
報
紙

で
」
と
い
う
回
答
が
5
7
・
―
%

と
最
も
多
く
、
以
下
「
知
人
、

友
人
か
ら
」
3
4・
3
%

、「
そ
の

他
」
1
7・
1
%

、「
区
職
員
か
ら
」
8
.
6
%

、「
町
会
自
治
会
役
員
か

ら
」
5
.
7
%と
続
い
て
い
ま
す
。

「
そ
の
他
」と
し
て
は
、「
区
議

会
議
員
か
ら
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
職
員
か

ら
」「
家
族
か
ら
」
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

望
ま
れ
る
施
設
・
機
能
の
充
実

統
合
新
庁
舎
へ
は
、
議
会
・

行
政
機
能
に
加
え
て
、
皆
さ
ん

に
幅
広
く
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
や
機

能
の
導
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
導
入
が
予
定
さ

れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
施
設
や

機
能
に
つ
い
て
の
意
見
を
伺
い

ま
し
た
。

□
情
報
セ
ン
タ
ー
(
個
人
情
報

以
外
の
行
政
情
報
を
提
供
)

「
健
康
や
生
活
に
関
わ
る
身

近
な
情
報
を
≒
区
内
産
業
の
情

報
や
保
養
所
の
空
き
情
報
等
、

も
っ
と
幅
広
く
情
報
を
提
供
し

て
欲
し
い

」「
周
辺
の
市
・
区
の

情
報
も
」
な
ど

、
ソ
フ
ト
面
で

の
充
実
を
求
め
る
要
望
が
最
も

強
く

、
次
い
で

「
体
の
不
自
由

な
方
や
高
齢
者
で
も
、
簡
単
に

操
作
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

」「
気

軽
に

、
楽
し
ん
で

、
情
報
を
得

ら
れ
る
雰
囲
気
が
欲
し
い

」
な

ど
の
(
I

ド
面
で
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、「
行
政
情
報
は
区
の
広

報
紙
等
で

、
そ
の
ほ
か
特
別
に

知
り
た
い
こ
と
は
直
接
区
役
所

へ
問
い
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、

普
段
不
便
を
感
じ
な
い

」
な
ど

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た

。

□
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

地
域
に
密
着
し
た
総
合
防
災

セ
ン
タ
ー
を
望
む
声
が
多
く
。

「
防
災
セ
ン
タ
ー
と
地
域
住
民

を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
」
「
子
供
で

も
わ
か
り
や
す

く
、
楽
し
み
な
が
ら
防
災
に
つ

い
て
学
べ
る
よ
う
な
工
夫
が
欲

し
い
」
な
ど
の
意
見
・
要
望
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

□
多
目
的
ホ
ー
ル
(
7
0
0人
程
度

収
容
可
能
な
有
料
施
設
)

大
別
す
る
と
、
次
の
ふ
た
つ

の
意
見
に
分
か
れ
ま
し
た

。

ひ
と
つ
は
「
音
響
、A
V

設

備

、
可
動
式
ス
テ
ー
ジ
等
に
最

新
の
も
の
を
望
み
ま
す
≒
大
・

中
・
小
ホ
ー
ル
と
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
良
い
と
思
い
ま
す
」な
ど
、(
I

ド
面
で
の
要
望

。

も
う
ひ
と
つ
は

「
幅
広
い
分

野
の
芸
術
鑑
賞
が
で
き
る
施
設

を

」「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
な
ど

生
涯
学
習
の
企
画
を
増
や
し
て

欲
し
い
」
等
、
ソ
フ
ト
面
で
の

要
望
で
す

。

ま
た
、
「
使
用
料
は
良
心
的

に
」「
で
き
る
だ
け
低
料
金

で

」
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
し
た

。

□
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
(

最

上
階
の
1
4階
に
設
置
を
予

定
)「

ち
ょ
っ
と
し
ゃ
れ
た

雰
囲
気
で

、
利
用
し
や
す

い
低
料
金
の
レ
ス
ト
ラ
ン

を
」「
身
障
者
等
が
ゆ
っ
た

り
と
休
め
る
場
所
に
し
て

欲
し
い

」「
結
婚
式
が
で
き

る
よ
う
な
施
設
を

」「
メ
ニ

ュ
ー
に
工
夫
を

、
た
と
え

ば
無
添
加
・
無
農
薬
食
品

で
作
る
と
か
・・・
」
等

、
様
々
な

意
見
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た

。

眺 望 の 楽 し め る 展 望 レ ス ト ラ ン□
公
共
駐
車
場
(
3
0
0台
程
度
収

容
可
能
な
地
下
有
料
駐
車
場
)

「
有
料
に
賛
成
」
と
い
う
意

見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
が

、

併
せ
て

「
利
用
者
が
正
し
く

、

公
平
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
」「
収
益
は

、
交
通
機

関
対
策
な
ど
公
共
性
の
高
い
も

の
へ

」
等
の
要
望
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

反
対
に
「1

時
間
以
内
の
利

用
で

、
行
政
窓
口
の
証
明
印
等

の
あ
る
も
の
は
無
料
に
し
て
欲

し
い

」「
す
べ
て
有
料
に
す
る
と

違
法
駐
車
が
増
え
る
の
で
は

」

等
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

統
合
新
庁
舎
の
イ
メ
ー
ジ
は
…

〝
多
目
的
に
利
用
で
き
る
役
所
〟

公
世
紀
へ
向
け
た
次
代
を

担
う
区
民
の
庁
舎
と
し
て
、ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま

し
た
か
"
と
い
う
問
い
に
対
し

て
は
、「
事
務
的
な
役
所
か
ら
多

目
的
に
利
用
で
き
る
役
所
へ
と

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
」

「
高
齢
者
の
方
や
体
の
不
自
由

な
方
に
も
利
用
し
や
す
く

、
し

か
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
加

え
た
と
い
う
こ
と
で

、
と
て
も

良
い
庁
舎
が
で
き
る
と
期
待
し

て
い
ま
す

」
等
の
意
見
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
「
お
金
を
使
っ
た

ぜ
い
た
く
な
施
設
で
な
く
、
知

恵
を
使
っ
た
機
能
的
な
、
区
民

が
謗
れ
る
庁
舎
に
し
て

欲
し

い

」「
入
れ
物
よ
り
も
中
身
(
サ

ー
ビ
ス
)
の
充
実
を
≒

本
庁
舎

♀

住
)
よ
り
も
交
通
の
便
が

悪
い
の
で

、
交
通
機
関
の
整
備

を

、
た
と
え
ば
路
線
バ
ス
を
増

や
す
な
ど
」
等
の
要
望
も
あ
り

ま
し
た
。

区
で
は
、
今
後
も

、
区
民
の

皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
統
合

新
庁
舎
を
目
指
し
て

、
計
画
を

進
め
て
い
き
ま
す
。≪

広
報
課
≫

新 庁 舎
アラカル卜

- ( 3) -

ちょ っ と い っ ぷ く コ ー ナ ー

レ ス ト コ ー ナ ー

様
々
な
用
事
で

来
庁
す
る

区
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

ち
ょ
っ
と
気
軽
に
休
め
る
場

所
-

前
回
紹
介
し
た
ア
ト

リ
ウ
ム
ロ
ビ
ー
と
今
回
の
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
レ
ス
ト
コ

ー
ナ
ー
(
休
憩
所
)
」
を
用
意

し
ま
す
。

こ
の
レ
ス
ト
コ

ー
ナ

ー

は
、
ア
ト
リ
ウ
ム
の
2

階
に

あ
り

、
ガ
ラ
ス
で
囲
ま
れ
た
I

階
の
広
場
を
見
お
ろ
せ
る

位
置
に
あ
り
ま
す
。こ
こ
に

は
、紿
茶
機
や
冷
水
機

、缶
ジ

ュ
ー
ス

等
の
自
動
販
売
機
(

有
料
)
を
置
き
、皆
さ
ん
の

「
い
っ
ぷ
く
」
を
演
出
し
ま

す
。た

だ
し

、
分
煙
庁
舎
な
の

で

、
タ
バ
コ
愛
好
者
の
方
は

飲
み
物
を
持
っ
て

喫
煙
ス
ポ

ッ
ト
(
所
)
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い

。

こ
こ
で
は
、
謙
煙
家
の
方

に
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く

「
煙
の
い
っ
ぷ
く

」を

楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す

。
新
庁
舎
は

。

い
ろ
い
ろ
な
人
が
く

つ
ろ
げ
る
よ
う

、
や

さ
し
さ
を
心
掛
け
て

い
ま
す

。

ち
ょ
つ
と
「
い
っ

ぷ
く

」
で

、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
た

頭
脳

は
、
よ
り
多
く
の
も

の
に
興
味
を
示
し

、

幅
広
い
情
報
が
入
力
可
能
と

な
り
ま
す

。
こ
の
絶
好
の
機

会
に

「
情
報
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
っ
た
な
ら
ぱ
、
あ
な
た
は

ど
う
し
ま
す
か
。
た
ぶ
ん
、

今
度
は
情
報
と
「
い
っ
ぷ
く

」

し
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
が

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)

・
庁
舎
計
回
課

酋
(
3
　
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

荒
川
流
域
水
質
事
故

訓
練
の
見
学
を
!

水
質
事
故

訓
練
は
、
昭

和
6
3年
4
月
2
5

日
の
荒
川

水
系
・
入
間

川
シ
ア
ン
流

出
事
故
を
契

機
に
、
水
質

事
故
防
止
、

水
質
事
故
対

応
の
円
滑
化

等
を
目
的
と

し
て
始
ま
り

ま
し
た
。

第
4
回
目

と
な
る
今
年

は
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
見
学
に
き

て
く
だ
さ
い
。

日
時

1
0月
2
9日
(
火
)
、午

前
1
0時
～
正
午

場
所

痛一
田
排
水
機
場
樋
管

前
(
荒
川
左
岸
、
西
新
井

橋
下
流
4
0
0巴

訓
練
内
容

地
震
の
発
生

で
、
荒
川
流
域
に
有
害
物

質
が
流
出
し
た
と
の
想
定

に
基
づ
き
、
次
の
訓
練
を

行
い
ま
す
。

▽
パ
ト
ロ
ー
ル
訓
練
と
し

て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
お
よ

び
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
申
に

よ
る
荒
川
の
水
質
汚
染
状

況
の
把
握
と
通
報

▽
採
水
分
析
車
に
よ
る
荒

川
の
水
質
分
析

▽
足
立
区
役
所
の
広
報
車

に
よ
る
水
質
事
故
発
生
の

広
報
活
動

▽
へ
い
死
し
、
浮
い
た
魚

の
回
収
訓
練
と
し
て
、
水

面
か
ら
は
清
掃
船
、
陸
上

か
ら
は
人
力
に
よ
る
魚
の

回
収

▽
タ
ン
カ
ー

や
支
流
か
ら

流
出
し
た
油

を
、巡
視
船

と
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
よ
り
回

収
す
る
訓
練
等

問
合
せ
先

▽
荒
川
下
流
工

事
事
務
所
・
l
(
3
9
0
　
2
)
2
3
1
1

▽
環
境

課
水
質
調
査
係
a
(
3
　
8
8
0
)
5
3
7
5

流 出 し た 油 を く い 止 め ま す
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みんなの健康
足 立 保 健 所　　3855- 4151
千 住 保 健 所　　3888- 4277

江 北 保 健 相 談 所　　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　　3606- 4171
中 央 本町 保 健 相談 所　　3880- 5351
本庁舎(千住)・保健予防係　　3882- 1111( 代)

障害児歯科診療

在宅寝たきり老
人訪問歯科診療

区
で
は
、
足
立
区
歯
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
次
の
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
軽
・
中
度
の
障
害
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に
、
歯
科

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
1
8歳
未
満

で
、
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ

り
、
診
療
所
ま
で
通
院
可
能

な
方
(

ご
家
族
の
同
伴
が
必

要
で
す
)
。
な
お

、
重
度
の
方

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

診
療
日

時

毎
週
木
・
土
曜

日
、
午
前
9
時
～
正
午
(

祝

日
を
除
く
)

診
療
場
所

歯
科
医
師
会
口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー

□
在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療

寝
た
き
り
で

、
一
般
の
歯
科

診
療
所
に
通
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に

、
歯
科
医
師
が
訪
問

し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
6
5
歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
で

、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
診
日
時

毎
週
火
～
土
曜
日
　
　

(
日
時
は
事
前
に
連
絡
し
ま

す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後

、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め
、

診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
-

申
込
日
時

毎
週
火
～
土
曜
　

日
、午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
　

・
午
後
1
時
～
3
時
3
0
分
　
　

(祝
日
を
除
く
)

費
用

保
険
診
療

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
(
千

住
1
-
5
-
5

、
歯
科
医
師

会
館
2

階
)

　
(
3
8
8
　
2
)
3
8
8
2

、F
A
X
(
3
　
8
8
2
)
6
2
0
3

安
心
し
て
老
い
る
た
め
に

節
目
を
迎
え
た
あ
な
た
は

ど
こ
ま
で
変
え
ら
れ
ま
す
か

安
心
し
て
老
後
を
迎
え
る
た

め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
正
し
い

生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

「
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

付
け
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
」
な
ど
、
専
門
家
の
助

言
を
受
け
な
が
ら
I
諸
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

1
1月
7
・
1
8・
2
5日
、

い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分
～

4
時
(
3
日
制
)

場
所

千
住
保
健
所

対
象

区
内
在
住
の
5
0
～
6
0
歳
　

代
の
方

講
師

▽
1
日
目
・
:清
水
英
利

氏
(
都
・
精
神
保
健
セ
ン
タ

ー
所
長
)

▽
2
日
目
…
横

島
義
弘
氏
(

都
・
老
人
医
療

セ
ン
タ
ー
栄
養
士
)

▽
3

日
目
・・・
松
久
保
陲
氏
(

東
京

歯
科
大
学
衛
生
学
教
室
助
教

授
)

定
員

各
回
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

精
神
保
健
講
演
会

心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
方

の
家
族
を
対
象
に

、
病
気
の
基

本
や
日
常
の
対
応
の
仕
方
に
つ

い
て
、専
門
医
が
お
話
し
ま
す

。

日
時

1
1二月
2
1日
(

木
)
、午
後

1
時
3
0分

場
所

足
立
保
健
所
分
室
(

竹

の
塚
6
1
1
8
1
1
2
-
1
0
1
)

定
員

3
0人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
児
(
ぜ

ん
息
児
)
と
集
団
生
活

日
時

H
月
1
3
日
(
水
)
、午
後
　

2
時
～
4
時
(
受
付
は
午
後

1
時
3
0分
)

場
所

エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

対
象

区
内
在
住
の
、
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
(
特
に
ぜ
ん
息
)
　

を
持
つ
お
子
さ
ん
の
い
る

方
、
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方

汰
公
害
病
認
定
患
者
の
方
に

は

、
別
に
通
知
し
ま
す
。

内
容

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
子

傴
の
健
や
か
な
改
長
の
た
め

に
、
医
師
、
学
校
、
家
庭
が

ど
う
か
か
わ
れ
ば
よ
い
の
か

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す

パ
ネ
リ
ス
ト

▽
早
川
浩
氏

(
東
京
大
学
医
学
部
助
教
授
)
　

▽
今
村
芳
江
氏
(
元
養
護
学

校
教
諭
)
▽
小
林
一
子
氏
(
ぜ

ん
息
の
子
供
を
持
つ
母
親
)

定
員

1
0
0人(

先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限

H
月
1
1
1
1
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
　

牟

住
)
・
公
害
補
償
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

精
神
障
害
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
身
に
付
け
、
共
に
わ

か
り
あ
え
る
豊
か
な
社
会
を
目

指
し
て
、
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
を
閧
催
し
ま
す
。
あ

な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
新
分

野
、
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容

左
上
表
の
と
お

り

場
所

足
立
保
健

所
分
室
(
竹
の

塚
6
1
1
8
-
1
2
　

-
1
0
1
)

対
象

区
内
在
住

・
在
動
の
方

定
員

1
5人
(
先

着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所
分

室
(
3
8
8
3
)
　

7
1
7
7

精神保健ボランティア講座日程表

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
病
の
方
へ

交
流
会
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
軻
で
悩
ん

で
い
る
皆
さ
ん
、
療
養
の
工
夫

を
相
互
に
情
報
交
換
し
た
り
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
を
共
に
考
え

た
り
し
ま
せ
ん
か
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
病
の
方
、

ま
た
は
家
族
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

H
月
1
5日
(
金
)
、午
後

1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

※
交
流
会
は
、4
週
間
に
1
回

行
い
ま
す
。

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ご
協
力
く
だ
さ
い

1 1

月
の
献
血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。日
程
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時
3
0分
(
昼
食

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

▽
葛
飾
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー

　
(
5
　
6
8
2
)
2
8
0
1

▽

本
庁
舎
(
千
住
)
・
保
健

予
防
係

　
(
3
8
8
2
)
　
1
1
1
1

㈹

11月の献血予定

一人ひとりの協力が大切です

衛 生
試 験 所
メ モ

ご

用

心
!

悪
質
な
水
ビ
ジ
ネ
ス

『
飲
み
水
へ
の
不
安
思
』

に
付
け
込
み
、
高
い
浄
水
器

を
充
り
つ
け
る
悪
質
な
実
験

商
法
が
現
れ
て
い
ま
す
。

＜
水
か
ら
ヘ
ド
ロ
が
!
＞

家
庭
に
訪
問
販
売
員
が
訪

れ
、コ
ッ
プ
に
入
っ
た
水
道

水
に
、
テ
ス
タ
ー
と
称
す
る

器
具
を
入
れ
て
通
電
し
ま

す
。
し
ぱ
ら
く
す
る
と
、
水

の
中
に
緑
色
や
茶
色
の
「
モ

ヤ
モ
ヤ
し
た
も
の
」
が
い
っ

ぱ
い
出
て
き
ま
す
。こ
れ
を

見
せ
ら
れ
「
ヘ
ド
ロ
の
水
を

飲
ん
で
い
る
」
な
ど
と
言
わ

れ
る
と
、
た
い
て
い
の
人
は

驚
い
て
し
ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
人
が
売

っ
て
い
る
浄
水
器
を
通
し
た

水
は
、
わ
ず
か
に
茶
色
が
出

て
来
る
だ
け
で
す
。
そ
こ
で
2
0

万
円
ほ
ど
も
す
る
高
い
浄

水
器
を
買
わ
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
わ
け
で
す
。

＜
悪
質
実
験
の
し
か
け
＞

こ
の
「
モ
ヤ
モ
ヤ
」
の
入

っ
た
水
を
試
験
所
で
調
べ
た

と
こ
ろ
、
普
通
の
水
道
水
で

は
あ
り
え
な
い

ほ
ど
の
多
量
の

鉄
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
「
モ
ヤ

モ
ヤ
」
は
、
水

道
水
の
汚
れ
の
せ
い
で
は
な

く
「
テ
ス
タ
ー
」
が
つ
く
っ

た
も
の
で
し
た
。「
テ
ス
タ

ー
」の
鉄
の
電
極
か
ら
電
気

に
よ
っ
て
鉄
が
溶
け
だ
し
、

こ
れ
が
水
酸
化
鉄
と
い
う
物

質
に
変
化
し
て
モ
ヤ
モ
ヤ
に

な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

水
酸
化
鉄
は
緑
色
と
茶
色

の
2
種
類
あ
り

、
緑
色
の
も

の
も
時
間
が
た
つ
と
次
第
に

茶
色
に
変
わ
り
ま
す

。

一
方

、
こ
の
浄
水
器
を
通

し
た
水
は
、
電
気
が
通
り
に

く
く
な
る
た
め

、
電
極
か
ら

鉄
が
酲
け
に
く
く
な
る
と
い

う
し
か
け
で
す

。

こ
ん
な
「
テ
ス
タ
ー
」
で
、

水
の
汚
れ
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
イ
ン
チ
キ
な
実
験
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

≪
衛
生
試
験
所
≫
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郷土博物館特別展

黄 金 バット の 時 代

街頭紙芝 居
の人々

水
飴
(
あ
め
)
を
買
っ
て

、
ワ
ク
ワ
ク
し
て

始
ま
り
を
待
っ
た
紙
芝
居

。
街
角

か
ら
姿
を
消
し
て
磑
分
に
な
り
ま
す

。
こ
の
街
頭
紙
芝
居
の
人
々
の

様
子
を
探
る

特
別
展
を

、
郷
土
博
物
館
で
1
2
月
1
5日
ま
で
開
催
中
で
す

。
テ
レ
ビ
が
家
庭
に
晋

及
し
は
じ
め
る
昭
和
3
0
年
代
中
ご
ろ
ま
で

、
子
傴
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
夢
を
与
え

続
け
た
紙
芝
居
は

。
ど
ん

な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

。
映
画
か
ら
彫
響
を
受

け
た
も
の
も
多
く

、
紙
芝

居
は
映
像
的
な
面
白
さ
に
あ
ふ
れ

。
そ
の

点
で
は

。
現

在
の
マ
ン
ガ

、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
源
流
の
一
つ
と
も
い
え
ま
す
。
そ
ん
な
紙
芝

居
の
魅
力
に
今
一

慶
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会 期　12 月15 日 ま で

午前9時～午後5時
場 所　 郷 土 博 物 館

(大谷田5
―20―1)
3620- 9393

※ J R 亀有駅から東武バス
六木都住行き
郷土博物館前下車
六木団地行き
大谷田五丁目下車5 分
(駐車場あり)

紙
芝
居
の
世
界

か
つ
て
は
、
全
国
で
5
万
人

も
の

紙
芝
居
屡
が
、
街
角
で
子

似
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
夢
を
与

え
て
い
ま
し
た
。

こ

の
峨
芝
居
の

前
身
と
し

て
、
昭
和
初
期
に
街
頭
で

紙
人

形
に
よ
る
「
立
絵
」
を
見
せ
る

人
た
ち
が
多
く
い
ま
し
た

。
立

絵
は

、
江
戸
時
代
に
寄
席
な
ど

で
覯
し
ま
れ
た
「
写
彎

が
変

化
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、「
黄
金
バ
ッ
ト
」
の

大
ヒ
ッ
ト
か
ら
は
。
紙
芝
居
と

い
え

ば
、
現
在
に
続
く
絵
初
語

形
式
に
な
り
ま
し
た
。

□
黄
金
バ
ッ
ト
の
時
代

猿
飛
佐
助
か
ら
最
近
の
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ル
ま
で
、
子
供
た
ち

の
ヒ

ー
ロ
ー
の
系
譖
の
中
で
も

ひ
と
き
わ
塚
く
、黄
金
バ
ッ
ト
。

黄
金
バ
ッ
ト
は
、
紙
芝
居
最
大

の
ヒ
ッ
ト
作
品
で
す
。

昭
和
5
年
、
鈴
太
一
郎
作
、

永
松
武
雄
絵
で
始
め
ら
れ
、
浚

に
、
加
太
こ
う
じ
氏
が
引
き
継

ぎ
ま
す
。
昭
和
6
・
7
年
、
2
1

・
2
2
年
に
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
活
躍
の
場
は
雑
琵
、

テ
レ
ビ
に
も
広
が
り
ま

し
た
。

□
そ
し
て
、
夢
の
中
へ

昭
和
3
0年
を
過
ぎ
る

と
、経
済
も
復
興
さ
れ
、

社
会
は
高
度
吹
長
の
時

代
へ
と
入
り
ま
す
。
衝

頭
で

紙
芝
居
を
見
せ
て

い
た
人
々
は
、
子
供
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
に
魅

力
を
感
じ
な
が
ら
も
、

よ
り
安
定
し
た
職
業
に

つ

き
は
じ
め
ま
す
。

テ
レ
ビ
が
家
庭
に
替

及
し

始
め
た
こ
と
も
あ
り

、
昭

和
3
5
年
に
は
、
紙
芝
居
屋
は
全

国
で
旆
人
に
ま
で

減
り
ま
し

た
。

そ
の
後
紙
芝
居
は
街
角
か
ら

姿
を
消
し
、
私
た
ち
の
思
い
出

の
中
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

立絵舞台( 埼玉県立博物館蔵)

「丹下左膳」第1～50巻( 39巻は欠)

紙
芝
居
と
足
立
区

今
で
は
、
知
る
人
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
戦
後
の
一
蒔

期
に
は
多
く
の
紙
芝
居
作
家
・

画
家
が
、
区
内
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。

昭
和
3
0
年
当
時
、
紙
芝
居
作

家
回
家
組
合
の
う
ち
1
9人
が
、

足
立
区
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
で
最
も
多
い
人
数

と
言
え
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
「
黄
金
バ
ッ

ト
」
を
初
め
て
描
い
た
永
松
健

夫
氏
や
、
絵
の
裹
に
説
明
文
を

魯
く
こ
と
を
初
め
た
松
井
光
義

氏
な
ど
、
紙
芝
居
界
の
リ
ー
ダ

ー
的
な
役
割
を
担
っ
た
人
た
ち

も
い
ま
し
た

。

黄
金
バ
ッ
ト
で

有
名
な
加
太

こ
う
じ
氏

も
。

「
戦
後
の

紙
芝
居
の
歴
史
は

、

足
立
区
と
葛
飾
区
か
ら
始
ま
う

た
と
い
え
る
」
と
証
言
さ
れ
て

い
ま
す

。

「 妖 精 ベ ラ 」

「ライオンマン」

永 松 健 夫 氏( 写 真 左)

と松井光義氏

私
の
紙
芝
居
時
代

福
村

治
雄
さん

紙
芝
居
は

、
昭
和
2
3
年
か
ら
3
1

年
ま
で
や
っ
て
い
ま
し
た

。

そ
れ
ま
で

迎
送
徊
を
や
っ
て
い

ま
し
た
が

、つ

ぶ
れ
て
し
ま
い

、

紙
芝
居
を
や
っ
て
い
た
友
人
に

す
す
め
ら
れ
て
始
め
ま
し
た

。

千
住
緑
町
二
丁
目
の
角
を
本

拠
池
と
し
て
い
ま
し
た
。
演
ず

る
も
の
は

、
マ
ン
ガ

。
新
派

、

活
劇
の
3

種
類
。

ど
れ
だ
け
紙
芝
居
の
腕
的
が

良
い
か
は

、
観
が
向
人
子
賎
の

唆
に
立
つ

か
か
基
晧
に
な
っ
た

も
の
で
す

。

「
ラ
イ
オ
ン
マ
ン
」
を
や
っ

て
い
た
北
詰
さ
ん
や

、「
黄
金
バ

ツ
と

の
湧
谷
さ
ん
な
ど
近
所

に
も
た
く
さ
ん
の
紙
芝
居
屡
が

い
ま
し
た

。

し
か
し

、
テ
レ
ビ
が
出
て
き

た
昭
和
3
1
年
ご
ろ
に
な
る
と

、

函
吹
け
ど
集
ま
ら
ず
で

、
子
供

か
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
な
く
な

り
ま
し
た

。も
う

。こ
の
穗
売
も

終
わ
り
だ
な
と
思
っ
て
辞
め
た

の
で
す

。(「
展
示
図
録
」
よ
り
)

※
福
村
さ
ん
は

、
そ
の
後
昭
和
4
9

年
か
ら
1
7年
問

、
区
の
教
宵

セ
ン
タ
ー
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
操
作

、
説
明
を
担
当
し

、
了

黻
た
ち
か
ら「
星
の
お
じ
さ
ん
」

と
廉
わ
れ
ま
し
た

。

今
回
の

特
別
展
開
催
巾
の
日

曜
日
{

午
後
1
時
・
3
蒔
}

に

は

、
掎
な
つ
か
し
い
街
頭
紙
芝

居
の
姿
が
再
現
さ
れ
ま
す

。
そ

の
う
ち
数
回
を
福
村
さ
ん
に
ご

協
刀
い
た

だ
き
ま
す

。

街
角
か
』り
擾
を
消
し
た
紙
芝

居
に
は

、
そ
の
浹
マ
ン
ガ

、
劇

四
へ
と
つ
な
が
る
流
れ
も
あ
り

ま
す
二

猫
車
」の
彩
色
を
担
当

し
た
太
田
三
六
は

、「
ゲ
ゲ
ゲ
の

鬼
太
郎
」
で
人
気
を
呼
ん
だ
水

木
し
げ
る
氏
で
す

。

こ
の

ほ
か
に
も

、「
カ
ム
イ

伝
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
白
土
三

平
氏
や
小
易
剛
夕
氏
な
ど
も
。

紙
芝
唇
か
ら
劇
画
の
世
界
へ
飛

び
立
っ
た
人
た
ち
で
す

。

福 村 治 碓 さ ん

「ジャングル王者」( 江東区深川図書館蔵)

「コロちゃん」
「新版γ 彗星団」( 江東区深川図書館蔵)

「ガロ」などの
マンガ雑誌に
活躍の場をう
つす

「猫 車 」

( 大阪国際児童文学館蔵)

無声映画と紙芝居の保存に努めた故
松
田

春

翠
さ
ん

今
回
展
示
し

た
紙
芝
居

は

、
区
内
に
庄
み

、
無
声
映

團
の

弁
士
で
あ
っ
た
故
松
田

春
翠
氏
が
保
俘
さ
れ
て
い
た

も
の
か
ら
主
に
お
倍
り
し
た

も
の
で

す
。
し
か
し

、
松
田

氏
は
紙
芝
居
と
い
う
よ
り

、

無
声
映
像

、
活

弁
の
保
存
で

有
名
な
方
で
す

。

無
声
映
回
こ
そ
冗
成
さ
れ

た
映
像
三
術
と

考
え
て
い
た

松
田
氏
は

、
無
声
映
回
の
発

掘

、
復
元

、
保
存
に
賢
力
さ

れ

、
現
在
は
氏
の
設
立
し
た

会
社
が

。
そ
の

事
業
を
引
継

い
で
い
ま
す

。

あ
だ
ち
の

昔
語
り

お
諏
訪
さ
ま
の

白

蛇

見
沼
代
観
水
公
園
に
面
し

た
諏
訪
神
社

。
土
地
の
人
々

は

、
こ
の
神
社
を
親
し
み
を

こ
め

、
〝お
諏
訪
さ
ま
〟
と
崢

ん
で
い
ま
す

。

昔

、
こ
の
神
社
の
南
側
に

大
き
な
沼
が
あ
り
ま
し
た

。

亨
保
年
間

、
新
田
開
発
が
進

み

、
新
し
い
用
水
も
完
成
し

ま
し
た

。
沼
の
水
は
必
要
が

な
く
な
り

、
沼
は
埋
め
た
て

ら
れ
ま
し
た

。

こ
の
た
め

、
こ
の
沼
に
褄

む
諏
訪
神
社
の
お
使
い
の
白

蛇
は

、
慶
み
家

を
失
っ
て
し
ま

い
ま
し
た

。

ち
ょ
う
ど
こ

の
こ
ろ

、
こ
の

一
帯
に
思
い

祠
気
が
爾

行

し

、
死
人
さ
え
出
る
あ
り
さ

ま
で
し
た

。

あ
る
晩

、
名
主
が
寝
て
い

ま
す
と

、
白
蛇
が
夢
枕
に
立

ち

「
私
は

。
諏
訪
神
社
の
お

便
い
の
白
蛇
だ

。
沼
か
埋
め

ら
れ

、嘖
む
と
こ
ろ
も
な
く

。

故
郷
の
信
州
下
諏
訪
に
帰
る

こ
と
に
し
た

。
つ
い
て
は

、

今
ま
で
村
人
に
大
切
に
し
て

も
ら
っ
た
の
で

、
良
い
こ
と

を
教
え
よ
う

。
今

、
村
で
流

行
し
て
い
る
思
い
岡

気
は

、

こ
の
へ
ん
に
繁
茂
し
て
い
る

柊
(
ヒ
イ
ラ
ギ
)

の
粟
を
刻
み

、

煎
じ
て
飲
ん
で

み
る
が
い
い
」
。

目
が
さ
め
た

名
主
は

、
さ
っ

そ
く

、
白
蛇
の

お
告
げ
の
と
お

り

、
柊
の
葉
を

鏑
み

、
煎
じ
た

汁
を
病
人
に
飲

ま
せ
ま
し
た

。

数
日
後
、
多
く

の
病
人
が
快
方

に
む
か
い

、
紂

に
は

、
再
び
平

和
と
幸
福
が
も

ど
っ
て

き
た
と

い

う
こ

と

で

す

。こ
れ
以
来
、村
人
の
〝お
諏

訪
さ
ま〟

に
冨
せ
る

信
仰

は

、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

郷土博物館
からの
お知ら せ

講
演
会
と
紙
芝
居
の
実
演

□
講

演

会

黄
金
バ
ッ
ト
で
有
名
な
加

太
こ
う
じ
さ
ん
が

。
黄
金
バ

ッ
ト
と
紙
芝
居
の

世
界
の
桑

し
さ
を
語
り
ま
す

。

日
時
1
1

月
2
3日
(
祝
)
、
午

浚
2
時

堤
所

郷
土
博
初
館

定
輿

川
人
(

先
魯
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
括
予
約

□
紙
芝
居
の
実
演

昔
な
つ
か

し
い
眠
芝

居

が

、
郷
土
悼
物
館
で
再
元
さ

れ
ま
す

。当
時
の
絵
を
便
い

。

ベ
テ
ラ
ン
が
桑
し
く
演
じ
ま

す

。

日
時
1
0

月
2
7日

、1
1月
3
　

・
1
0・
1
7
・
2
4日

、1
2月

1
・
8

・
1
5日

、
午
後
I
　

蒔
・
3

時

場
所

郷
土
博
初
館
中
庭

費
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

郷
土
悼

物
館(

3
6
2
0
)
9
3
9
3

図
録
　
発
売
中

郷
土
博
物
館
で
は

、
特
別

展

「
黄
金
バ
ッ
ト
の

時
代
」

の
図
録
を
発
売
中
で
す

。

加
太
こ
う
じ
氏
や

、
鶴
見

俊
輯
氏

、
天
野
裕
吉
氏
等
が

紙
芝
居
の
思
い
出
を
語
る
ほ

か

、
紙
芝
居
の
う
つ
り

変
わ

り

、
足
立
区
と
の
か
か
わ
り

が

、
数
多
く
の
資
料
写

真
と

と

も
に

、
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
あ
り
ま
す

。

貴
重
な
賢
科
と
し
て

、
ま

た

来
館
の
思
い
出
に

、
ぜ
ひ

一
冊
ど
う
ぞ
。1

部
瞋
円

。

郷土史
セミナー

失
わ
れ
た

用
水
路
を
さ
ぐ
る

あ
な
た
の
足
が
展
示
を
つ
く
る

腿
士
溥
物
館
で
は

、
采
年

度
「
足
立
の
用
水
昶
」(仮
称
)

を
閧
催
し
ま
す

。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は

、
足

立
の
用
水
路
の
堅
児
や
地
域

と
の
か
か
わ
り
を
フ
ィ
ー
ル

ド
飼
査
し

、
そ
の
成
果
を
展

示
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま

す
。

日
時
・
内
g
　

ド
表
の
と
お

り
場
所

郷
土
溥

物
館
お
よ
び

x
内
各
地

定
a
2
0

人

費
用

無
科

申
込
方
法

律

纜
(

ガ
キ
に

庄
所

、氏
名

、

年
齢

、
電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
H

月
5
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

惑
土
溥

初
館

〒
旧
大
谷
田
5
L
　
2
0
-
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

郷土史セミ ナー日程表

※ いずれも午後1時30分～4時30分。

シ リ ー ズ

身近な自然 ( 27)

チカラシバ(力 芝)

久
し
阪
り
に
荒
川
十
手
へ

行
き
ま
し
た

。あ
り
ま
し
た

。

あ
り
ま
し

た
。
昔
な
つ
か
し

い
草
花
が
ジ

ス
キ

、ヨ
シ

、

カ
ゼ
ク
サ

、灣
紫
色
の
野
气

そ
し
て

、
チ
カ
ラ
シ
バ
か
ひ

と
き
わ
目
立
つ
大
き
な
味
を
m

り

、
草
瞋
の
中
に
点
在
し

て
い
ま
し

た
。

チ
カ
ラ
シ
バ
と
い
う
と

、

了
供
の
こ
ろ

、
逎
揣
に
あ
る

の
を
結
び

、
走
っ
て
く
る
子

を
転
ば
し
て
遊
ん
だ
の
を
思

い
出
し
ま
す
。
今
と
違
い

、

た
い
し
た
け
が
を
す
る
こ
と

も
な
く

、
や
っ
た
り
や
ら
れ

た
り
し
て
楽
し
ん
だ
も
の
で

す
。

ま
た

、
穗
を
し
ご
い
て
丸

く
な
っ
た
の
を
「
ネ

ズ
ミ
」

に
例
え
た
り

、
飛
ば
し
た
り

し
て
遊
び
ま
し
た

。

チ
カ
ラ

シ
バ
の

花
穂
に

は

、
累
紫
色
(
時
に
は
椋
白

色
)
の
剌
毛
(

し
も
う
)
が

あ
り
ま
す

。
そ
れ
が

、
衣
服

に
よ
く
付
き
、
ま
た

さ
さ
る

の
で

、
け
っ
こ
う
痛
く
て
や

っ
か
い
な
物
で
も
あ
り
ま
し

た

。チ
カ
ラ
シ
バ
は

、
茎
が
強

く
、
根
を
し
っ
か
り
は
っ
て

い
る
の
で

、
力
の
強
い
人
で

も
な
か
な
か
引
き
抜
け
ま
せ

ん

。
そ
れ
で

万

芝

」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た

。

そ
ん
な
に
強
い
チ
カ
ラ
シ

バ
も

、
人
間
に
は
勝
て
ま
せ

ん

。
見
ら
れ
る
所
が

、
限
ら

れ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た

。

チ
カ
ラ
シ
バ
で
避
ん

だ
思
い

出
を
持
つ
子
も

。
年
々
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す

。

荒
川
の
土
手
の
自
然
、
い

つ
ま
で
も
践
し
て
お

き
た
い

も
の
で
す

。

A
綾
瀬
小
学
校
教
論

鶴
田
ヨ
シ
江
V
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生
活
環
境

飼い主 の
マナ ーと責任

ペット を 飼う まえに ( 4)

家
族
の
一
員
と
し
て
愛
さ

れ
、
喜
び
や
悲
し
み
を
分
か
ち

合
う
こ
と
が
で
き
る
。
素
隋
ら

し
い
仲
間
と
し
て
の
ペ
ッ
ト
。

そ
の
代
表
が
犬
・
猫
で
す
が
、

飼
い
方
を
誤
る
と
他
人
に
迷
惑

を
か
け
る
ば
か
り
か
、
動
物
を

不
幸
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

法
律
で
は
、
保
護
動
物
を
虐

待
ま
た
は
遺
棄
し
た
者
は
、3

万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料

に
処
す
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

「
捨
て
犬
、
捨
て
猫
が
増
え

て
大
変
迷
惑
し
て
い
る
」
と
の

苦
情
が
、
区
役
所
に
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
捨
て
犬
や
猫

は
、
だ
れ
か
拾
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
と
の
、
飼
い
主
の
安
易
な

気
持
ち
か
ら
生
ま
れ
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。

捨
て
ら
れ
た
犬
や
猫
が
、
新

し
い
飼
い
主
の
も
と
に
行
け
る

の
は
ご
く
わ
ず
か
、
餓
死
す
る

か
の
ら
犬
・
猫
と
な
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
か
わ
い
そ
う
な
動

物
に
し
な
い
た
め
に
も
、
絶
対

に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
は
、
愛
護
の
心
を
持

っ
て
一
生
面
倒
を
見
て
、
他
人

の
生
活
を
害
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
飼
う
こ
と
が
、
飼
い
主

の
マ
ナ
ー
で
す
。
特
に
猫
の
し

つ
け
は
子
猫
の
う
ち
に
し
っ
か

り
と
。
え
さ
は
一
定
の
時
間
に

十
分
与
え
、
排
便
・
排
尿
は
飼

い
主
の
冢
で
、
決
め
ら
れ
た
場

所
で
す
る
よ
う
、
し
つ
け
ま
し

ょ
う
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た

の
犬
・
猫
が
隣
近
所
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
世
間
に
は
、
犬
・
猫

の
好
き
な
人
ぱ
か
り
が
い
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト

の
終
生
飼
養
の
義
務
と
迷
惑
防

止
を
守
り
、
責
任
あ
る
飼
い
方

を
し
ま
し
ょ
う
。

≪
衛
生
部
業
務
課
≫

自
動
車
使
用
抑

制
に
ご
協
力
を

私
た
ち
が
吸
っ
て
い
る
空
気

は
、
ま
だ
ま
だ
き
れ
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
特
に
大
気
の
よ
ど

む
冬
に
は
、
空
気
の
汚
れ
る
日

が
多
く
な
り
ま
す
。

東
京
都
で
は

、
1
1月
か
ら
1

月
ま
で
の
期
間
を
重
点
的
に
、

大
気
汚
染
の
主
な
原
因
で
あ

る

、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
を
減

ら
す
対
策
を
行
い
ま
す

。

こ
の
期
間
を
通
し
て
毎
週
水

曜
日
に
は
、
事
業
用
自
動
車
お

よ
び
マ
イ
カ
ー
の

使
用
を
控

え

、
電
車
や
バ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

。

こ
の
水
曜
日
対
策
の
実
施
に
あ

わ
せ

、「
季
節
大
気
汚
染
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

」
を
行
い
ま
す

。

日
時

▽
1
1月
6
日
・・・
午
前
1
0
　

時
3
0分
か
ら

▽
1
1月
7

日

・
:
午
前
1
0時
か
ら

場
所

都
庁
・
都
民
広
場

内
容

イ
ベ
ン
ト
(
展
示

、ス
テ

ー
ジ
等
)

く
わ
し
く
は
、
都
・
大
気
保

全
部
計
画
調
整
課
霓
5
3
8
8
)
Q
}
4

了
4

へ

。

区
で
も
、
こ
の
期
間
中
、
区

民
の
皆
さ
ん
が
直
接
利
用
す
る

シ
ャ
ト
ル
便
な
ど
を
除
い
て

、

庁
有
車
の
使
用
を
2
0
%以
上
控

え
る
こ
と
を
目
標
に
、
排
気
ガ

ス
の
低
減
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

牟
住
)・

大
気
調
査
係

車 の 排 気 ガ ス 低 減 に ご 協 力 く だ さ い

駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1 0

月
2

8

日
～

11
月
2
日

「
放
置
自
転
車
な
く
し
て

さ
わ
や
か
駅
前
広
場
」
を
統

一
標
語
に

、
都
内
一
斉
に
第
8

回
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

催

。
区
で
は
、
北
千
住
駅
を

は
じ
め
区
内
の
各
駅
頭
で

、

自
転
車
を
放
置
し
な
い
よ
う

宣
伝
行
動
等
を
行
い
ま
す
。

通
動
・
通
学
・
買
い
物
な

ど
で
出
か
け
る
場
合
は
、
健

康
の
た
め
に
も
で
き
る
だ
け

歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
転
車
を
利
用
す

る
方
は
、
区
の
駐

輪
場
や
決
め
ら
れ

た
自
転
車
置
き
場

に
趾
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
障
害

者
や
老
人
が
安
心

し
て
歩
け
る
街
づ
く
り
の
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
心
が

け
て
自
転
車
を
利
用
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
自
転
車
対
策
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

児

童

福

祉

児
童
手
当
が

大
幅
に
改
正

さ
れ
ま
す

児
童
手
当
が
平
成
4
年
1
月

か
ら
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
義
務
教
育
就

学
前
の
児
童
を
含
む
1
8歳
未
満

の
児
童
を
2
人
以
上
養
育
し
、

前
年
の
所
得
が
一
定
額
に
満
た

な
い
方
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
児
童
手
当
は
、
主
に
次

の
点
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

①
支
給
対
象
が
「
第
2
子
以

降
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
」
か

ら
「
第
1
子
以
降
3
歳
未
満
ま

で
(
第
2
子
以
降
に
つ
い
て
は
、

平
成
4
年
・
5
年
と
経
過
措
置

が
あ
り
ま
す
)
」と
な
り
、児
童

が
I
人
で
も
3
歳
に
な
る
ま

で
、
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
今
回
の
法
改
正
に

よ
り
児
童
が
1
人
で
も
対
象
と

な
る
の
は
、
そ
の
児
童
が
平
成
3

年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

◎
経
過
措
置

支
給
対
象
は
、
現
在
の
義
務

教
育
就
学
前
か
ら
段
階
的
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
平
成
4
年
1
月

か
ら
は
5
歳
未
満
、
平
成
5
年
1

月
か
ら
は
4
歳
未
満
、
平
成
6

年
1
月
か
ら
は
3
歳
未
満
と

な
り
ま
す
(
表
I
)
。

表1　 実施時 期(平 成4 年1 月から 実施) 〈 経 過措 置 〉

②
手
当
額
は
、
現
在
の
支
給

月
額
「
第
2
子
2
千
5
0
0円

第

3
子
以
降
5
千
円

」か
ら
「
第
1

子
5

千
円

、
第
2
子
5

千

円

、
第
3
子
以
降
1
万
円

」

と
な
り
ま
す
(
表
2
)

。

表2　 手 当 額( 月 額)

※
所
得
制
限
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
(
表
3
)

。

表3　 平成3 年 度所得 制限 額表

※ 5 人目 以 降 は 、1 人 増え る ごと に30 万円 加 算し ま す。

□
申
請
に
つ
い
て

平
成
3
年
1
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
児
童
1
人
だ
け

の
方
の
申
請
は
、1
1月
1
日

か
ら
本
庁
舎
♀
住
)
2
階
6

番
窓
口
で

、受
け
付
け
を
溷
始

し
ま
す

。

持
参
す
る
も
の

①
請
求
人
名

義
の
足
立
区
内
金
融
機
関
の

通
帳
(

郵
便
局
を
除
く
)
　

②
印
か
ん

③
年
金
の
加
入

状
況
が
確
認
で
き
る
も
の
　

▽
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

る
方
・
:
厚
生
年
金
手
帳
と
健

康
保
険
証
ま
た
は
年
金
加
入

証
明
書

▽
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
る
方
・・・
共
済
組
合

証
(

健
康
保
険
証
)

▽
S
　

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

・・・
国
民
年
金
手
帳

衆
平
成
3

年
1
月
2

日
以
降
、

足
立
区
に
転
入
し
た
方
は
、
平

成
3
年
1

月
1
日
現
在
の
住
所

地
で
の

、
平
成
3

年
度
所
得
証

明
書
(

児
童
手
当
用
の
も
の
)

が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

児
童
助
成
係

保
養
所

伊
豆
高
原
・
湯

河
原
あ
だ
ち
荘

1
月
分
の
利
用
案
内

1
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

次
の
と
お
り
で
す

。

(
ガ
キ
は
1

保
養
所
・
I

グ

ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在
動
者
の

み
T

枚
に
限
り
ま
す

。重
複
申

し
込
み
や

、
期
限
を
過
ぎ
た
申

し
込
み
は
無
効
に
な
り
ま
す

。

な
お
、
一
人
で
の
お
泊
ま
り

は
で
き
ま
せ
ん
。

税

金

第
3
期
分

の
納
期
が

せ
ま
っ
て
い
ま
す

1
0月
3
1日
は
、
特
別
区
民
税

・
都
民
税
第
3
期
分
の
納
期
限

で
す
。

納
付
は
、
お
近
く
の
金
融
機

関
、
区
役
所
、
区
民
事
務
所
の

各
窓
口
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

゛
(
3
8
8
0

ゝ
5
0
9
6

第
1
期
・
2
期
分

未
納
の
方
へ

税
金
を
理
由
な
く
滞
納
し
ま

す
と
、
高
利
率
の
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
差
し

押
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
早
目
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
の
こ
と
で
お
困

り
の
方
は
、
納
税
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

納
税
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
9
宀○

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
指
定
旅
館

と
き
に
は
都
会
か
ら
離
れ

て
、
の
ん
び
り
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

「
国
保
指
定
旅
館
」
は
、

東
京
近
県
の
ホ
テ
ル
、
旅
館

を
一
般
料
金
よ
り
低
額
で
利

用
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
利
用
券
は
、
国
保

課
、
各
区
民
事
務
所
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
や
年
末
年

始
は
。
別
料
金
と
な
る
施
設

も
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
料

金
な
ど
く
わ
し
く
は
、
直
接

施
設
(
左
表
)
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
国
民
健
康
保
険
課
庶
務

係き
゛
3
8
8
0
J
5
1
2
1

指定旅館一覧表
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住
ま
い

届
け
出
を

お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
の
整
備
が
す
で
に

済
ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋

等
を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所

を
定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。こ
の
届
け
出
が
な
い

と
住
所
が
決
め
ら
れ
な
い
た

め
、
転
入
等
の
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
。
届
け
出
に
は
、
建
築

確
認
書
一
式
と
印
か
ん
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

住
居
表
示
担
当

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

住
居
表
示
板
を

破
損
ま
た
は
紛

失
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
の
届
け
出
が
済
ん

で
い
る
家
屋
等
で

、
玄
関
や
門

に
取
り
付
け
て
あ
る
「
○
(
町
)

○
丁
目
○
番
○
号

」
の
住
居
表

示
板
(

緑
色
の
プ
レ
ー
ト
)

を

破
損
ま
た
は
紛
失
さ
れ
た
方
に

は
、
新
し
い
表
示
板
を
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
担
当

゛
f
3
8
8
0
)
5
0
3
1

募

集

来
年
4
月
入
園
の

保
育
園
児

平
虞
4
年
4
月
に
、
保
育
園

に
入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

1
2
月
2
日
～
1
6
日

受
付
場
所

住
所
地
を
管
轄
す

る
福
祉
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
平
威

3
年
度
分
の
住
民
税
額
が
わ

か
る
も
の
(
納
税
通
知
書
、

特
別
徴
収
税
額
通
知
書
ま
た

は
課
税
証
明
書
)

▽
平
威

2
年
分
の
所
得
税
が
わ
か
る

も
の
(
平
成
3
年
分
の
所
得

税
が
確
定
し
だ
い
、
提
示
し

て
い
た
だ
き
ま
す
)

▽
印

か
ん

※
本
年
度
中
の
入
園
に
つ
い
て

の
相
談
お
よ
び
申
請
は
、
い
つ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
4
)

表4　福祉 事 務所一 覧

保
育
園
の
秋
の
運
動
会

来
年
4
月
入
園
の

区
立
幼
稚
園
児

募
集
す
る
園

表
5
の
と
お
り

受
付
日
時

▽
1
1
月
1
日
…
午
　

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　

▽
H
月
2
日
…
午
前
9
時
3
0
　

分
～
1
1
時

受
付
場
所

入
園
希
望
の
各
区

立
幼
稚
園

応
募
資
格

区
内
在
住
の
4
歳
　

児
(
昭
和
6
2
年
4
月
2
日
～
　

6
3
年
4
月
1
日
生
)
、5
歳
児
　
　

(
昭
和
6
1
年
4
月
2
日
～
6
2
　

年
4

月
1
日
生
)

※
募
集
要
項
・
申
込
用
紙
は
、

各
区
立
幼
稚
園

、区
民
事
務
所
、

教
育
委
員
会
で
1
0
月
1
5日
か
ら

配
布
し
て
い
ま
す
。

第
1

次
選
考
(
抽
選
)

い
(月
7

日
、
入
園
希
望
の
幼
稚
園
で

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)・

学
事
第
二
係

表5　 区 立 幼 稚 園

私
立
幼
稚
園
児

受
付
月
日

H
月
1
日

対
象

3
・
4
・
5
歳
児
(
昭

和
6
1年
4
月
2
日
～
平
成
元

年
4
月
1
日
生
)

※
願
書
は
、1
0月
1
5日
か
ら
各

私
立
幼
稚
園
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
私
立
幼

稚
園

区
民
事
務
所
の

窓
口
用
サ
ー
ビ

ス
封
筒
の
広
告

各
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
使

用
す
る

、
サ
ー
ビ
ス
封
筒
に
掲

載
す
る
広
告
の
申
し
込
み
を

、

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す

。

掲
載
の
基
準

▽
区
内
商
工
業

の
発
展
を
期
す
る
も
の

▽

政
治

、
宗
教
活
動
、
意
見
広

告

。
個
人
宣
伝
に
か
か
わ
ら

な
い
も
の

▽
公
の
秩
序
、

善
良
な
風
俗
に
反
し
な
い
も

の
広
告
の
大
き
さ

1
枠
(

縦
約

4
m
x

横
約
8

″
)

※
表
面
に
2

枠
、裏
面
に
4

枠

。

広
告
料

掲
載
1

枠
に
つ
き

、

表
面
2
0万
円
・
裏
面
1
0万
円

作
製
数

4
0万
枚

申
込
期
限

1
0月
3
1
日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
住
民
記
録
係

S
(
3
8
8
0
)
5
0
4
5

年

金

1
1月
の

ね
ん
き
ん
相
談

日
時

H
月
6
日
(
水
)
、午
前

1
0時
～
午
後
3
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
、

国
民
年
金
課
前

内
容

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

つ
と
し
た
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
事
に

、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
担
当
官
が
答
え

ま
す

※
「
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

は
、毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
設
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
の

追
納
制
度

国
民
年
金
に
は
、
追
納
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

生
活
保
護
を
受
け
て
い
た
期

間
の
あ
る
方
、
経
済
的
事
情
な

ど
で
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い

た
期
間
の
あ
る
方
は
、1
0年
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
昭
和
6
1年
4
月
以

降
の
免
除
期
間
を
追
納
す
る
場

合
で
、
免
除
を
受
け
た
年
度
か

ら
2
年
を
経
過
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加

算
が
つ
き
ま
す
。

免
除
の
期
間
は
年
金
額
が
3

分
の
I
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す

が
、
追
納
す
る
こ
と
で
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
を
受
け
て
か
ら
1
0年
以

内
に
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
は
、
追
納
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
保
険
料
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

教

育

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等

入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
が
私
立
の
高
校

や
。
高
等
専
門
学
校
等
へ
入
学

す
る
た
め
の
入
学
金
等
で
お
困

り
の
方
に
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん

を
し
ま
す
。

申
込
資
格

▽
私
立
の
高
校
、

高
等
専
門
学
校
ま
た
は
大
学

入
学
資
格
の
得
ら
れ
る
私
立

の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学

予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
保

護
者

▽
区
内
に
引
き
続
き

1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
税

を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
平
成
2
年
中
の
年
収
が
隕

度
額
以
下
(

給
与
所
得
者
…

支
払
い
給
与
の
総
額
が
7
0
0万

円
以
下

、
事
業
所
得
者
・・・
総

所
得
金
額
等
が
5
2
0万
円
以

下
)

融
資
金
額

1
0万
円
以
上
5
0万

円
以
下
(
1

万
円
単
位
)

利
率

年
3
%

返
済

融
資
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

(
保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

区
内
中
学
校
在
学

者
に
つ
い
て

は
各
中
学
校

で

、
そ
の
他
の
方
は
担
当
課

窓
口
で
交
付
し
ま
す

申
込
期
間

平
成
3
年
H

月
1
　

日
I
4

年
2

月
2
8日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
学
務
第
二
課
振
興
係

掲示
板

□
第
1
回
梅
島
あ
か
し
あ
祭

日
時

1
0月
2
7日
(
日
)
、午

前
1
0時
～
午
後
2
時
3
0分

内
容

活
動
公
閧
、
作
品
販

充
・
展
示
、
バ
ザ
ー
、
模

擬
店
な
ど

場
所
・
問
合
せ
先

梅
島
あ

か
し
あ
の
家
(
梅
島
3
-
　
3
1
-
1
9
)

S
(
3
8
4
9
)
8
8
2
0

□
再
就
業
看
護
婦
等
講
習
会

日
時

H
月
1
9
日
～
2
8
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

台
東
区
上
野
区
民
館

資
格

保
健
婦
、
助
産
婦
、

看
護
婦
ま
た
は
准
看
護
婦

の
資
格
を
持
ち
、
就
職
を

希
望
し
て
い
る
方

申
込
方
法

(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
資
格
、
離
職
年
数

を
明
記

申
込
期
限

1
0月
2
9日

申
込
・
問
合
せ
先

甼
衛
生

局
看
護
課

〒
旧
-
0
1
新

宿
区
西
新
宿
2
1
8
1
1
　

さ
(
5
3
2
0
)
4
4
4
4

□
に
せ
税
務
署
員
に
ご
用
心

い
か
に
も
、
税
務
署
と
関

係
が
あ
る
か
の
よ
う
な
話
し

ぶ
り
で
入
会
金
を
取
っ
た

り
、
高
額
な
本
(
テ
キ
ス
ト
)

を
売
り
つ
け
た
り
す
る
業
者

が
横
行
し
、
多
く
の
方
が
被

害
に
あ
っ
て
い
ま
す

。

税
務
署
で
は
、
虚
偽
あ
る

い
は
誤
認
の
お
そ
れ
の
あ
る

訪
問
販
売
に
は
十
分
注
意
し

て
い
ま
す
が
、
特
に
新
設
法

人
の
皆
さ
ん
は
、
よ
く
お
確

か
め
く
だ
さ
い

。
ま
た

、
不

審
に
思
わ
れ
た
ら
直
接
契
約

し
な
い
で
、
税
務
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

。

≪
足
立
・
西
新
井
税
務
署
≫

□
精
神
障
害
回
復
者
の
共
同

作
業
所
職
員
募
集

申
込
資
格

▽
指
導
員
・
:
教

育
・
心
理

、
福
祉
な
ど
の

4
年
制
大
学
卒
、
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
方

▽
指

導
員
補
助
・・・
学
歴
不
問
、

職
歴
考
慮

※
い
ず
れ
も
6
0歳
位
ま
で

、

通
勤
1
時
間
以
内
の
方
。

勤
務
先

区
内
作
業
所

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
精

神
障
害
者
家
族
会
(

あ
し

な
み
会
)

・
矢
吹

さ
(
3
8
5
5
)
6
1
3

□
第
2
2
回
東
京
都
立
城
北
養

護
学
校
文
化
祭

日
時

H
月
2
・
3
日
、午
　

前
9
時
3
0
分
～
午
後
3
時

内
容

劇
、
展
示
、
喫
茶
室

な
ど

場
所
・
問
合
せ
先

東
京
都

立
城
北
養
護
学
校
(
南
花

畑
5
-
1
3
-
I
)

豐
(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

□
職
業
自
立
を
目
指
す
障
害

者
の
皆
さ
ん
へ
(
平
成
4
　

年
4

月
入
校
生
募
集
)

訓

練
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
文

書
、
経
理
事
務
、
電
子
機

器
な
ど
1
9
科
目

訓
練
期
間

1
年
間

応
募
期
限

▽
新
規
学
卒
・
=

1
0月
3
1
日

▽
一
般
第
1
　

次
…
1
2月
2
6日

応
募
先

現
住
所
を
所
管
す

る
公
共
職
業
安
定
所

寮
授
業
料
は
無
料

。
寮
の
設

備
も
あ
り
ま
す

。

問
合
せ
先

東
京
障
害
者
職

業
訓
練
校

昔
0
4
2
3
　
　
(
4
1
)
1
4
1
1

、
ま
た

は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安

定
所

□
足
立
東
リ
サ
イ
ク
ル
展

日
時

1
0
月
2
7
日
(
日
)
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
2
時

(
雨
天
延
期

、1
1月
3

日
)

内
容

リ
サ
イ
ク
ル
展
、
古

本
市
(
有
料
)
、模
擬
店
(
や

き
そ
ぱ
等
)
な
ど

場
所
・
問
合
せ
先

足
立
東

清
掃
事
務
所
(
千
住
曙
町

町

東
武
線
堀
切
駅
下
車

徒
歩
5
分
)

登
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

□
青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

資
格

満
2
0
～
3
9
歳
ま
で
の
　

日
本
国
籍
を
持
つ
男
女

申
込
方
法

H
月
3
0日
ま
で

に
、
所
定
の
願一
を
提
出

く
わ
し
く
は
、
青
年
海
外
協

力
隊
事
務
局
国
内
第
一
課
豐

(
3
4
0
0
)
7
2
6
1

、

テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド

酋
(
3
7
9
7
)
7
2
7
2

へ
。

□
1
0月
は
労
働
保
険
適
用
促

進
月
間
で
す

労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保

険
と
労
災
保
険
の
保
険
関
係

を
合
わ
せ
て
、
一
つ
の
保
険

関
係
と
し
て
取
り
扱
う
保
険

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

従
業
員
を
1
人
で
も
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
は
、
従
業

員
が
希
望
す
る
と
否
と
に
か

か
わ
ら
ず
、
労
働
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
法
律
上
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
加

入
の
事
業
所
は
、
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業

安
定
所

酋
(
3
8
8
2
)
　
1
2
8
7

、
足
立
労
働
基

凖
監
督
署

霤
(
3
8
8
　
2
)
1
1
8
7

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、1
団

体
1
事
業
、3

ヵ
月

間
再
掲
載
不
可

。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆

バ

ザ

ー

1
1‥
月
3

日
(

祝
)
、
午
前
H
時
～
午
後
3

時
/
東
六
月
町
ひ
ま
わ
り
作

業
所
/
手
作
り
品
、
衣
類

、

模
擬
店
な

ど
/

小
松

酋

(
3
6
0
5
)
7
3
1
0

☆
花
畑
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
第
8

回
定
期
コ
ン
サ

ー
ト

H
月
4
日
(
月
)
、午

後
2
時
～
4
時
/
エ
ル
ー
ソ

フ

ィ
ア
/

と
な
り
の
ト
ト

ロ
、
乾
杯
な
ど
/

角
田

酋

(
3
8
5
9
)
0
8
2
5

=
募

集
=

☆
青
少
年
軟
式
野
球
(

花
畑

メ
イ
ワ
ク
ス
)

毎
週
日
曜

日
/
月
額
千
漣
円
(

学
生
瞋

円
)
/

中
村
S
(
3
6
0
3
)
0
4
0
5

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(

ス
パ
ッ

ツ
)

毎
週
木
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
H

時
3
0
分
/
威
和
信

用
金
庫
花
畑
支
店
/
入
会
金
5
0
0

円

、
月
額
2

千
円
/
加
藤

酋
(
3
8
8
5
)
0
2
7
6

☆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
新
年
度
募
集

足
立
区
内
の
各
団
で
/

幼
稚

園
の
年
長
か
ら
小
学
校
4
年

生
ま
で
が
対
象
/
芦
川

昔

(
3
8
8
3
)
0
4
4
4

☆
社
交
ダ
ン
ス

毎
週
水
・

木
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
　

(
水
)
、午
後
7
時
～
9
時
　

(
木
)
/

千
住
旭
町
老
人
集

会
所
(
水
)
、綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ

(木
)
/

入
会
金
2
千
円

、

月
額
3

千
5
0
0円/

猪
股

き

(
3
6
0
2
)
8
8
7
8

☆
弥
生
第
2
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト

毎
週
月
曜
日
、
午
後
6

時
3
0分
～
8

時
/
九
中
体
育

館
/

小
学
生
対
象
/

月
額
千

网
円
/

斉
藤

豐
(
3
8
8
9
)
5
9
7
4

☆
中
国
料
理
研
究
会

毎
週

水
曜
日
、
午
後
6
時
3
0分
～
9

時
/
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
5
0
0

円
/
趙

・
‘
(
5
3
7
5
)
7
2
8
6
(

午
後
5
時
以
降
)

☆
藍
青
(ら
ん
じ
ょ
う
)会

月
2
回
日
曜
日
/
走
る
仲
間

の
会
/
男
女
問
わ
ず
/
年
間
2

千
円
/
高
橋

豐
(
3
6
2
8
)
7
8
5
9

☆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
(
エ
レ

ガ
ン
ス
)

毎
週
金
曜
日
、

午
後
7
時
I
9
時
/
千
住
地

区
内
/
初
心
者
で
、4
0
～
6
0

歳
ぐ
ら
い
の
男
女
/
月
額
2

千
沺
円
/
浅
野

酋
(
3
8
8
2
)
9
9
1
7

☆
ジ
ャ
ズ
・
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

毎
週
月
・
木
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
1
1
1
1
時
3
0分
(
月
)
、
午
後
7

時
～
8

時
3
0分
(

木
)
/

太
陽
信
用
金
庫
千
住
支
店
/

入
会
金
2

千
円

、1
回
沺
円
/

籾
井
(
も
み
い
)

酋
(
3
8
7
0
)
0
2
8
5

☆
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

毎
週
水

曜
日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分
/

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
S

円
/

成
沢

霑
(
3
8
5
0
)
6
9
4
5
(

夜
間
)

☆
茶
道
サ
ー
ク
ル
(
静
流
会
)

月
2
回
月
曜
日
、午
後
7
時
～

9
時
/
伊
興
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円

、
月
額
3

千
円
/

杉
山
C
(
8
9
6
)
5
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入
賞
お
め
で
と
う

平成3 年度

第
1
5回

緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
総
数
剳
点
の
中
か
ら

、9

月
2
6日
の
審
査
会
で
次
の
皆

さ
ん
の
入
賞
が
決
定
し
ま
し
た

(
敬
称
略
)
。

▽
最
優
秀

萩
生
田
モ
ト
「
春

の
老
樹

」

▽
優
秀

石
井
宏
美
「
く
す
の

木
は
残
し
て

」
、
高
田
渙
「
池

畔
」、
高
橋
行
五

「
裏
通
り

」

▽
入
選

飯
田
芳
正
「
せ
せ
ら

ぎ
を
行
く
」
、
石
坂
佳
世
「
緑

の
中
の
散
歩
」
、
岩
沢
文
夫

「
輝
く
朝
の
日
」
、
落
合
静
夫

「
緑
の
中
に

」、
梶
昭
三

「
水

遊
び
の
仲
間
」
、
鈴
木
孝
「
緑

の
門

」
関
谷
恵
「
新
緑
に
映

え
る
散
歩
道
」、
八
巻
俊
一

碵

晋

」ヽ

山
田
申
一

「
″

の
釣
場

」、
吉
田
尚
孝
「
咲
き

競
う
蓮
華
に
見
入
る
人
」
ほ

か
、
佳
作
2
0点

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

緑
化
係

合
(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

最
優
秀
　
萩
生
田
モ
ト
さ
ん
「
春
の
老
樹
」

優秀　 髙橋 行 五さ ん 「裏 通り 」 優 秀　髙田 渙 さ ん 「池畔 」

優
秀
　
石
井
宏
美
さ
ん

「
く
す
の
木
は
残
し
て

」

第4 回

あ だ ち
ま ち づ く り フ ォ ー ラ ム

国
際
化
が
進
む
今
、
生
活
の

舞
台
で
あ
る
ま
ち
も
国
際
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

言
葉
や
文
化
は
違
っ
て
も
、

分
か
り
や
す
い
案
内
表
示
や
美

し
い
ま
ち
並
み
、
印
象
深
い
造

形
物
な
ど
が
、ゆ
と
り
と
潤
い

を
ま
ち
に
も
た
ら
す
の
は
世
界

共
通
の
こ
と
で
す
。

今
回
の
「
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
、
都
市

空
間
を
彩
る
彫
刻
や
景
観
に
つ

い
て
、視
野
を
世
界
に
広
げ
、ま

た
近
隣
の
5
区
・
6
市
の
実
例

も
見
な
が
ら
、
未
来
の
た
め
に

今
で
き
る
こ
と
を
探
り
ま
す
。

素
適
な
ま
ち
の
禾
来
像
を
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
心
に
描
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時

1
1月
2
3日
(
土
)
、午
前

1
0時
～
午
後
4
時

場
所

産
業
振
興
館
ほ
か

内
容

▽
発
表
(
パ
ネ
ル
展
示

や
各
種
表
彰
式
な
ど
)

▽

学
び
(
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
模

擬
景
観
な
ど
)
▽
遊
び
(
ス

ダ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
昔
の
遊
び

な
ど
)

▽
ふ
れ
あ
い
(
野

点
や
室
内
楽
な
ど
)

▽
み

ど
り
の
ま
つ
り
(
苗
木
の
配

布
な
ど
)
ほ
か

主
催

足
立
区
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
連
絡
会
、
抛
足
立
区
ま

ち
づ
く
り
公
社

問
合
せ
先

本
庁
舎
手
住
)・

ま
ち
づ
く
り
課

・
‘
(
3
8
　
8
2
T
1
1
1

㈹
、ま
ち
づ

く
り
公
社

登
(
3
6
0
4
)

情 報 コ ー ナ ー

郷 土博 物 館
刊 行 物 案 内

□ テ レホン カ ード
▽ 絵 柄 浮 世絵 シリ ーズ … 鳥 文 斎栄

之 厂風俗 江戸 紫」
「東溯 江 庭園 より 郷 土博 物 館を の
ぞ む」

▽ 価 格 各700円

□ 足 立区( 南 足立 郡) 旧 町 村古 道図
- 昭 和7 年9 月30 日 現在 の町 村-
▽ 価格 500円
▽ 販 売 場所 郷 土 博物 館 、本庁 舎( 千
住) ・中 央 本町 庁舎 の 各情 報 公開 課

展 示 解 説

郷土 博 物館 では 、 ボラ ン テ ィアに
よ る展 示 解説 を 行っ てい ます 。

日 時 日曜日・祝日、午後1時～4時
問合せ 先 郷 土 博物 館

03620 ―9393

教育講 演会
日時 11月9日( 土) 、午後60^30　

分～8F呼30で分
場 所 渕 江中 学 校体 育館( 無 料)
演題 子ど も の成 長と 親の 生き 方
講師 大須 賀 発蔵 氏( 茨 城ヒ ュー

マン セン タ ー所 長 、元 茨城 県 教
育 委 員長)

問 合せ 先 教 育セ ンタ ー 教育 相 談
室03859 ―9531

ス ケ ー ト 教 室

日時 11月～3月の毎月2回( 日　
曜または祝日) 、午前10時～正午

場 所 J R 王 子 駅前 サン スク エ ア
・ア イス ス ケ ート 場

対 象 区 内在 住 ・在 勤・ 在学 の 靴
のサ イズ が16㎝ 以 上の 方

費用 16歳 以 上900 円 、15歳 まで8C} 0　
円、12歳 以下700 円 、貸靴 は 無料

問合 せ 先 足 立区 スケ ート 舞 販
03881 ―9065

あ な た の 相 談 室 問合 せ 先　 足立区 役所本庁 舎( 千住) 1 階区民 相談室
所 在 地　 千 住1- 4- 18　 　3882- 1111( 代)

困 っ た こ と や 心 配 な こ と が あ り ま し た ら 、お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い( 無 料 ・秘 密 厳 守)

区 民 体 育 大 会
第14回 ロ ー ド レ ー ス 大 会

日時 12月8 日( 日) 、午前8 時 から
受 け 付け( ノへ雨 決行)

集合 場所 荒川 千住 新 橋鞭 地( 千 住
五 丁目 地先 ・ 虹の 広 場)

コー ス 千住新橋～江北橋間( 荒川　
河 川敷 右岸)

参 加 資格 区 内 在住・在 勤・在学 の 方
参 加 費 一 般 ・ 壮 年 ・ 高 校 生 … 700　

円 、中 学生 … 200円
種 目 距離( 右 表の とお り)
申 込 方法 体 育協 会 の窓 口 で芦 加 費

を添 えて 申 込用 紙 に記 入
申 込期 限 11月15日
申 込先 ( 財) 体 育 協会 事 務局

問 合 せ先 第 十 六中 学 校・ 鈴木 澄夫
03888 ―6436、鵬 体 育協 会事 務局
03882 ―1111㈹

※ 壮年の 部は41歳以 上の 方

青 少年 健 全 育 成
区 民 大 会

11月 の 「全国 青 少年 健 全育 成強
調月 間」 を 前に 区民 大 会を 開 催し
ます 。
日 時 10月27日( 日) 、午後1時30　

分～4時
場 所 文 化会 館( 無 料)
内 容 ▽ 講演 会 「子 ども た ちの よ

り よ い 未来を 求め て亅 ▽ 青 少
年健 全 育成絵 画 コン ク ー ル表 彰
式

講師 肅月黔次郎 氏( 子ど も 調査 研
究 所)

問合 せ 先 本庁 舎( 千 住) ・ 青 少
年 課 調整 係03882 ―1111㈹

青 年 セン タ ー の 催 し

手打 ち ラ ーメ ン 入門

日 時 11月21日・12月5日、午後7　
時～9時

費 用 千円( 全2 回 分)
定員 30人
申込 方 法 往 復ハ ガ キに 住所 、氏 名、

年 齢 、電話 番 号、「手 打 ちラ ーメ ン
入 門希 望 」 と明 記

申込 期限 11日12日消 印有 効

地 球 ボ ラ ン テ ィ ア セ ミ ナ ー

第4 回 わ た し た ち の 暮 ら し と 熱 帯 林

乱 伐 に よ る 熱 帯 林 の 破 擾 。 そ の 熱
帯 林 木 材 を 大 量 に 消 費 す る 私 た ち の
暮 ら し と 、 私 た ち が な す べ き こ と を

考 え ま す 。

日 時 11月8日( 金) 、午後7時～9時

費用 無料
講師 市井跚也氏( 熱帯林行動ネッ

トワーク事務局)
定員 40人
申込方法 電話( 先着順)

新 聞の 正し い 読 み 方 講座
国 際記 事、 経済 記 事に 強く な る

激動 する 世界 情 勢、 バブ ル 経 済の
崩 壊など 、 社会 の 勣き を 刻々 と伝 え
る 新聞 。そ の記 事 の背 景や 歴 史的 な
変 化など 、 新聞 の 読み 方 のポ イント
を学 び ます 。
日時 11月13・27日、12月5・12日　　

( 全4回) 、午後7時～9時
講師 柴田 敬三 氏( ジ ャ ーナリ スト)
定 員 40人
費 用 無料

申 込 方法 電 話( 先着 順)

の び の び 子 育 てく ら ぶ

テ ー マ 親子 で 「葉 っ ぱで 遊ぼ う」
日 時 n月7日と16日( どちらか1　

回) 午前10時～正午
定 員 2～3歳児とお母さん40組
費 用 無 料
申 込方 法 10月25 日( 金) 、午 前9 時

から 電話 予 約( 先着 順)

子 育 て サ ロ ン- 佐 野 会 場

日 時 n月8・15・22日、午前1( l 晦　～

正 午( 1 回 だ け で も 可)
場 所 佐 野 セ ン タ ー{ 顛 裏1}

定 員 30人( 子 供 同 伴 可)

い ず れ も
場 所( 子 育 て サ ロ ン を 除 く) ・ 申 込
・ 問 合 せ 先 青 年 セ ン タ ー 〒I z3　

皀l捩r XFI - 4- 1711138! x 〕一一〔l 〕61RECYCLE PAPER
- 森 林 資 源を 大切 に-

N. H. A. Se. 　240, 000


